
『
カ
カ
・
ム
ラ
ド
～
ナ
カ
ム
ラ
の
お

じ
さ
ん
』
安
田
夏
菜
（
講
談
社
）

干
ば
つ
の
ひ
ど
い
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

で
井
戸
を
掘
り
、
現
地
の
人
々
を

救
っ
た
中
村
哲
医
師
の
物
語
。

『
風
を
つ
か
ま
え
た
少
年
』

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
カ
ム
ク
ワ
ン
バ

（
文
藝
春
秋
）

ア
フ
リ
カ
の
最
貧
国
の
少
年
が
独

学
で
風
力
発
電
を
つ
く
っ
た
実
話

『
死
の
淵
を
見
た
男
』

門
田
隆
将
（KADOKAW

A

）

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
起
き
た

原
発
事
故
。
原
子
力
発
電
の
リ
ス

ク
を
目
の
当
た
り
に
す
る
。

『
家
康
、
江
戸
を
建
て
る
』

門
井
慶
喜
（
祥
伝
社

）

イ
ン
フ
ラ
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
豊
か

な
暮
ら
し
に
つ
な
が
る
。
江
戸
の
時

代
に
既
に
行
わ
れ
て
い
た
・
・
。

『
境
界
の
ポ
ラ
リ
ス
』

中
島
空
（
講
談
社
）

「
自
分
は
何
者
？
」
異
文
化
の
中

で
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

探
す
少
女
の
物
語
。

『
ぼ
く
は
イ
エ
ロ
ー
で
ホ
ワ
イ
ト

で
、
ち
ょ
っ
と
ブ
ル
ー
』

ブ
レ
イ
デ
ィ
み
か
こ
（
新
潮
社
）

人
種
も
貧
富
の
差
も
様
々
な
中
学

校
で
、
親
子
で
乗
り
越
え
て
い
く

物
語
。

『
島
は
ぼ
く
ら
と
』

辻
村
深
月
（
講
談
社
）

『
過
疎
化
』
の
問
題
を
背
景
に
、

島
を
守
り
続
け
る
人
々
の
姿
を
描

い
た
作
品
。

『
世
界
で
い
ち
ば
ん
貧
し
い
大
統

領
の
ス
ピ
ー
チ
』

中
川
学(

汐
文
社
）

モ
ノ
の
豊
か
さ
と
本
当
の
幸
せ
に

つ
い
て
語
ら
れ
た
実
際
に
あ
っ
た

ホ
セ
・
ム
ヒ
カ
大
統
領
の
ス
ピ
ー

チ
。

『
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ビ
ー
チ
』

小
手
鞠
る
い
（
さ
・
え
・
ら
書
房
）

た
っ
た
ひ
と
つ
し
か
な
い
海
を
守

る
た
め
に
、
今
で
き
る
こ
と
は
？

『
神
去
な
あ
な
あ
日
常
』

三
浦
し
を
ん
（
徳
間
書
店
）

林
業
を
通
し
て
、
日
本
の
木
々
、

森
の
尊
さ
に
つ
い
て
知
る
。

『
バ
タ
フ
ラ
イ
～
17
歳
の
シ
リ
ア
難

民
少
女
が
リ
オ
五
輪
で
泳
ぐ
ま
で

～
』
ユ
ス
ラ
・
マ
ル
デ
ィ
ニ
（
朝
日
新
聞

出
版
）

難
民
問
題
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
実
話
。

『
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
来
た
少
女
ズ

ラ
ー
タ
、
16
歳
の
日
記
』

ズ
ラ
ー
タ
・
イ
ヴ
ァ
シ
コ
ワ
（
世
界

文
化
社
）

夢
を
叶
え
る
た
め
、
ひ
と
り
ウ
ク
ラ

イ
ナ
か
ら
飛
び
出
し
た
少
女
の
実
話
。

『
虹
色
の
チ
ョ
ー
ク
』

小
松
成
美
（
幻
冬
舎
）

『
働
く
幸
せ
』
と
は
何
か
？

そ
の
働
く
幸
せ
は
、
健
常
者
も
障
が

い
者
も
平
等
で
あ
る
こ
と
を
実
現
さ

せ
た
町
工
場
の
物
語
。

『
リ
ョ
ウ
＆
ナ
オ
』

川
端
裕
人
（
光
村
図
書
出
版
）

世
界
各
国
の
中
学
生
が
、
そ
の
国

の
持
つ
問
題
解
決
に
向
け
て
活
動

し
、
成
長
し
て
い
く
物
語
。

このページの本は
『家康、江戸を建てる』

『バタフライ』
以外は全て和田中の
図書室にあります。

安全な水とトイ
レを世界中に

エネルギー
をみんなに

働きがいも
経済成長も

産業と技術
革新の基盤
を作ろう

人や国の不平等
をなくそう

住み続け
られるま
ちづくり
を

『
天
気
の
子
』新

海
誠
（KA

D
OK

A
WA

）

気
候
変
動
に
よ
る
、
異
常
気
象
が

背
景
と
な
っ
て
い
る
作
品
。

つくる責任
つかう責任

気候変動に
具体的な
対策を

海の豊かさを
守ろう

森の豊かさ
も守ろう

平和と公正を
すべての人に

パート
ナーシッ
プで目標
を達成し
よう


